
令和３年度保護林モニタリング調査箇所（案）

前回調査からの経過年数、保護林の規模等を踏まえ、モニタリング調査予定箇所を選定。

優先順位②
森林生態系保護地域及び生物群集保護林
平成28年度以降調査未実施の保護林

優先順位③
森林生態系保護地域及び生物群集保護林
平成28年度調査実施の保護林のうち
令和3年度に森林生態系多様性基礎調査を実施する保護林

優先順位①

近い将来に当該地域における絶滅の危険性が極めて高い個体群を保
護している保護林（調査間隔５年未満ごと）
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優先順位④
希少個体群保護林
平成28年度以降調査未実施の保護林（調査間隔10年を除く）
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種類 番号 保護林名 面積（ha） プロット数 最終実施
年度

優先順位

生態

１
あまみぐんとう

奄美群島 4,819.71 15 H27 １

２
いなおだけ

稲尾岳周辺 1,045.48 10 H28 ２

生物

３
ふげんだけ

普賢岳 443.41 4 H26 １

４
おおもりだけ

大森岳 373.44 6 H28 ２

希少

５
くせんぶやま

九千部山ブナ等 86.74 3 H26 ３

６
おばま

小浜クスノキ 3.14 2 H26 ３

７
のだけ

野岳イヌツゲ 80.31 2 H26 ３

８
ぼろいしやま

双石山タブノキ等遺伝資源 66.22 4 H23 ３

９
くすみ

楠見イチイガシ遺伝資源 4.70 2 H23 ３

１０
あおいだけ

青井岳カヤ等遺伝資源 1.01 2 H23 ３

１１
し か

四家イチイガシ 1.97 2 H23 ３

１２
あまみぐんとう

奄美群島アマミノクロウサギ等 1,334.29 10 H27 ３
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